
■プレイ人数：2～ 5人
■プレイ時間：20分前後
■対象年齢：5歳以上

幼い頃、キラキラするものを箱にしまって
大切に保管していた記憶はありませんか？
このゲームはそんな子どもの頃の自分になって、キラキラした
ものを集めていくゲームです。
自分が持っているカードを相手に質問して、カードを集めて
いきしょう。

ご用意いただくもの
点数を記録するための紙とえんぴつ もしくは 点数が記録
できるチップなど

ゲームの準備
じゃんけん等でスタートプレイヤーを決め
スタートプレイヤーはスタートプレイヤーカードを
受け取ります。

ラウンドごとの準備
(1)「わがままカード」3枚を脇に避けて、宝ものカードを
　　裏向きにしてよく混ぜます。

(2) 各プレイヤーに宝ものカードを配ります。プレイ人数に
　　応じて配る枚数が変わります。

(3) 配られた宝ものカードを自分だけが見て、
　　手札として持ちます。

(4) 配り残りの宝ものカードは、ひとまとめにして
　  テーブル中央に裏向きに置きます。

　  これを山札と呼びます。

(5) 脇に避けた「わがままカード」を宝ものカードの山札に
　　加えてよく混ぜます。

(6) 配られた手札の中に、ある種類のカードがすべて
　　そろっていた場合は、その種類のカードをすべて表向き
　　にテーブルに出し、手元に置きます。

ゲームデザイン：佐藤敏樹
アートワーク：u
校正：かゆかゆさん
製造・販売：さとーふぁみりあ
発売日：2025 年 9月 20 日
連絡先：toshikis227@gmail.com
©2025 Toshiki Sato / u

ラウンドの流れ
(1) 手番プレイヤーは、誰か 1 人のプレイヤーを指名して
　   特定の種類の宝ものカードを要求します。

　   ただし、要求する種類の宝ものカードを少なくとも 1 枚
　   自分で持っていなければなりません。

(2) 要求されたプレイヤーは、その種類のカードを持ってい
　   たら、「どうぞ」と言って、その種類のカードをすべて
　   渡さなければなりません。
　   カードをもらったプレイヤーは「ありがとう」と言います。

　   もし、要求されたプレイヤーがその種類のカードを 1 枚
　   も持っていなかったら、要求されたプレイヤーは
　   「ありません」と答えます。

　  他のプレイヤーからカードをもらえなかった場合、要求し
　  たプレイヤーは山札の一番上のカードを 1 枚取ります。
　  ( 山札がなくなっていたら取りません）

 ※ 山札から引いたカードが「わがままカード」の場合、
　  好きな種類を宣言します。自分が手札に持っていない種類
　  でも構いません。

　  各プレイヤーはその種類のカードを持っている場合、
　  その種類のすべてのカードを「わがままカード」を引いた
　  プレイヤーに渡します。

　  引いた「わがままカード」は脇に避けておき、次のラウンド
　  ごとの準備（5）で宝ものカードの山札に混ぜます。

(3) 相手からもらったカード、もしくは山札から引いたカードで、
　  特定の種類のカードがすべてそろったら、
　  その種類のカードをすべて表向きにテーブルに出し、
　  手元に置きます。

　  宝ものカードに書かれた数値が、その宝物のすべての枚数を
　  表しています。「かいがら」のカードならばすべての枚数は
　  4 枚です。

(4) いずれかのプレイヤーの手札がなくなったら、
　  そのラウンドは終了です。得点計算に進みます。

　  手札が残っている場合は、手番プレイヤーを左となりに
　  移し、(1) に戻ります。

［カード：32枚 ］内容物
宝ものカード
けしゴム
どんぐり
いしころ
コイン

3枚
3枚
4枚
4枚

スタートプレイヤーカード 1枚

かいがら
シール
おもちゃ
わがまま

4枚
5枚
5枚
3枚

31 枚

2 人：7枚　 3 人：6枚　4人：5枚　 5 人：4枚

もしこのタイミングでいずれかのプレイヤーの手札が
なくなったら、ラウンドを終了し、得点計算に進みます。

　

「佐藤さん、貝がらのカードをください」と言う場合、
自分が「かいがら」のカードを持っていなければなりません。

例

得点計算
(1) 各プレイヤーが表向きにしている宝ものカード 1 枚につき、
　   1 点を得ます。

(2) 手札をなくしたプレイヤーは、5 点を得ます。
　   ( 同タイミングにて手札がなくなった場合は、

  　   手札をなくした各プレイヤーとも 5 点ずつ得ます )

ゲームの終了
いずれかのプレイヤーが合計 30 点に到達したらゲーム終了です。
最も得点が多いプレイヤーの勝利です。同点の場合は勝利を
分かち合いましょう。

ラウンド終了時にどのプレイヤーも 30 点に到達しなかった場合、
次のラウンドを始めます。

次のラウンドを始める前にスタートプレイヤーカードを左とな
りのプレイヤーに移し、「ラウンドごとの準備」から始めます。

佐藤さんから「かいがら」のカードを 2 枚もらったところ、
自分の手札に「かいがら」のカードが 4 枚揃ったので
「かいがら」のカードをすべて表向きにして自分の前に出し
ました。

例

宝ものカード

わがまま
カード

スタ P
カード




